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［交通案内］
■JR佐世保線有田駅、MR（松浦鉄道）西九州線有田駅下車 徒歩約12分（駅正面の小高い丘の上です。）
■西九州自動車道 波佐見有田インターから車で約10分
■JR博多駅からJR佐世保線有田駅までJR特急約80分

至伊万里 至佐賀・福岡

至武雄至佐世保
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体育館
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佐賀大学有田キャンパス・
有田窯業大学校
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〒844-8585 佐賀県西松浦郡有田町戸杓乙3100-1
TEL0955-43-3681 FAX0955-43-3324
E-mail kyuto@pref.saga.lg.jp
Facebook http://facebook.com/kyuto.saga

佐賀
県立
THE   K YU SHU   C E RAM I C   MU S EUM
九州陶磁文化館

九州陶磁文化館 検索

主催 ： 佐賀県立九州陶磁文化館
後援 ： 熊本県、熊本県教育委員会、朝日新聞社、佐賀新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、
　　　読売新聞西部本社、サガテレビ、ＮＨＫ佐賀放送局、ＮＢＣラジオ佐賀、エフエム佐賀
協力 ： 一般財団法人熊本県伝統工芸館
観覧料 ： 大人600円（500円）、大学生300円（200円）、高校生以下無料
　　　　  ※（　）内は20名以上の団体料金　※障害者手帳等お持ちの方、および介護者の方は無料

左より 染付山水文九曜紋花入 網田焼 熊本県立美術館蔵
　　　鉄釉藁灰釉流耳付水指 小代焼 出光美術館蔵
　　　色絵三方割唐花唐草文輪花大皿（熊本県重要文化財） 高浜焼 上田資料館蔵
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開催記念講演会
「肥後・熊本の陶磁史をさぐる」（参加無料）
日時：平成29年11月4日（土）　13：00～16：00
会場：佐賀県立九州陶磁文化館 講堂　定員：150名

ロビーコンサート（鑑賞無料）
出演：「アンサンブル ティアラ」
会場：佐賀県立九州陶磁文化館　ロビー
日時：平成29年10月29日（日）　1回目 11：30～12：00　2回目 14：00～14：30
　

講師① 德永貞紹（佐賀県立九州陶磁文化館）
講師② 福原　透 氏（八代市立博物館）
講師③ 美濃口雅朗 氏（熊本市文化振興課）
講師④ 岡本真也 氏（熊本県教育庁文化課）
講師⑤ 中山　圭 氏（天草市観光文化部）
講師⑥ 歳川喜三生 氏（天草市立本渡歴史民俗資料館）
講師⑦ 大橋康二 氏（佐賀県立九州陶磁文化館名誉顧問）

「熊本のやきもの－火の国の陶磁文化－」
「肥後の近世陶磁史と豊前・上野焼の陶工－八代、小代と知られざる二窯、山鹿と牧崎」
「熊本城・城下周辺における肥後産陶磁の使用」
「人吉・球磨地方の近世陶磁器について」
「天草陶磁器生産技術の系譜－肥前から天草へ－」
「天草地域の陶器について」（仮題）
「江戸時代、天草高浜焼の主な製品の変遷－在銘品を中心として－」

肥後・熊本の陶磁史について、熊本からお招きする５名の講師と本館
名誉顧問および展覧会担当学芸員が、各地域の多様な特徴や歴史的
意義を語ります。

〈講演会への参加方法〉
お名前、連絡先、希望人数を記入の上、ｅメールでお申込みください。
ｅメール kyuto@enter-i.jp
【事務局　エンターアイ　TEL0952‐24‐3222（平日10時～18時）】
定員に達し次第、締切といたします。また、当日も席に余裕があれば
ご参加いただけます。
※本件で収集した個人情報は厳重に管理し、本事業以外での目的で使用すること
　はございません。

熊本県内で活動中の「ティアラ」によるロビーコンサートを行います。
フルートとヴァイオリンデュオによる演奏で、クラシック、昭和の名曲、童謡や映画音楽などの曲を
披露いただきます。被災地が少しでも早く復興することを願って、微力ながら応援し続けます。

ギャラリートーク
（参加無料・申込不要）
毎週土曜日の午後2時から1時間
程度、学芸員が見どころを解説
するギャラリートークを行います。
※11月4日（土）は記念講演会開催の
　ため11月3日（祝・金）に行います。

写真ダミー

※演題や順番は予告なく変わる可能性があります。
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